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委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

７
件
、
補
正
予
算
２
件
、
地

方
独
立
行
政
法
人
筑
後
市
立

病
院
定
款
の
変
更
、
同
病
院

第
２
期
中
期
計
画
の
認
可
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
員
賛
成

に
て
原
案
可
決
し
た
。

市
雇
用
の
教
師

良
い
人
材
の
確
保
を

筑
後
市
教
育
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
の
35
人
学

級
実
施
の
た
め
に
市
で
雇
用

す
る
教
員
の
給
与
を
定
め
る

も
の
。

委
員
よ
り
「
ど
ん
な
人
材

を
雇
用
す
る
の
か
」
と
の
質

問
に
「
人
材
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
が
、
い
い
人
材
、
指

導
力
の
あ
る
教
師
を
雇
用
し

た
い
」
ま
た
「
教
職
員
に
は

委
員
会
で
は
条
例
改
正
１

件
、
補
正
予
算
２
件
、
市
道

路
線
の
認
定
１
件
、
訴
え
の

提
起
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
、

全
議
案
と
も
全
員
賛
成
に
て

原
案
可
決
し
た
。

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者

に
明
渡
し
訴
訟

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
は
、

委
員
よ
り
「
市
営
住
宅
家
賃

滞
納
者
明
渡
し
請
求
告
訴
要

綱
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
問

に
対
し
「
要
綱
は
な
い
が

『
筑
後
市
営
住
宅
家
賃
長
期

悪
質
滞
納
者
選
定
基
準
』
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
12
カ
月

以
上
、
30
万
円
以
上
の
滞
納

が
あ
り
、
再
三
の
督
促
、
指

導
に
も
関
わ
ら
ず
、
滞
納
が

増
加
し
て
い
る
人
が
訴
え
の

対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

４
件
、
補
正
予
算
２
件
、
そ

の
他
の
議
案
１
件
を
審
査
し
、

す
べ
て
原
案
可
決
し
た
。

３
歳
未
満
児
の
保
育

ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加

筑
後
市
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
現
在
３
歳

時
間
外
勤
務
手
当
の
代
わ
り

に
教
職
調
整
額
を
支
給
す
る

が
、
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
」

と
の
質
問
に
「
超
勤
削
減
に

つ
い
て
校
長
会
と
協
議
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

地
方
創
世
に
伴
う

地
方
版
総
合
戦
略
を策定

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
国
の
補
正
予

算
に
伴
う
、
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
な
ど
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
で
の
補
正
予
算
を
計
上

し
、
27
年
度
に
繰
り
越
す
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

未
満
児
の
入
所
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
前
年
度
と
比
較
し
て
40

人
程
度
増
加
。
施
設
整
備
を

行
い
、
定
員
増
を
図
る
計
画

で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

介
護
予
防
事
業
の

強
化
は
急
務

筑
後
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、

可
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長

採
決
に
よ
り
原
案
可
決
と
な

っ
た
。

「
さ
ん
か
く
塾
」
や
「
地

域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の

介
護
予
防
事
業
は
、
介
護
給

付
費
を
下
げ
る
た
め
に
貢
献

委
員
よ
り
「
地
方
版
総
合

戦
略
の
策
定
の
た
め
の
基
礎

調
査
に
つ
い
て
、
総
合
戦
略

策
定
は
、
今
後
交
付
金
を
得

る
う
え
で
大
切
に
な
る
。
策

定
委
員
等
の
人
選
は
裾
野
を

広
げ
る
べ
き
」「
他
の
計
画

と
の
整
合
性
を
図
る
べ
き
」

と
の
意
見
に
「
住
民
代
表
、

大
学
、
産
業
界
等
の
人
々
で

構
成
す
る
組
織
で
審
議
す
る
。

他
の
計
画
と
相
反
す
る
計
画

に
は
な
ら
な
い
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
国
の
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
事
業
交
付
金
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
補

正
が
な
さ
れ
た
。

の
質
問
に
「
来
場
者
を
い
か

に
観
光
客
に
し
て
い
く
か
が

大
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
商
工

観
光
課
と
し
て
の
仕
事
で
あ

り
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

研
修
し
、
案
内
経
験
を
積
む

こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資

質
向
上
に
努
め
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

筑
後
船
小
屋
駅
に

観
光
案
内
所
設
置

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
、
筑
後
船
小
屋
駅
前
に
設

置
さ
れ
る
観
光
案
内
所
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
委
員
よ
り

「
フ
ァ
ー
ム
球
場
へ
の
来
場

者
を
観
光
地
へ
案
内
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
る
の
か
」
と

定
め
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

５
月
よ
り
発
行

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
委

員
よ
り
「
事
業
経
費
は
、
市

の
負
担
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

発
行
時
期
と
発
行
金
額
は
」

と
の
質
問
に
対
し
「
国
か
ら

の
交
付
金
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
、
実
質
的
な
市
負
担

は
な
い
。

こ
の
事
業
は
、
商
工
会
議

所
が
主
体
で
あ
り
、
時
期
や

金
額
に
つ
い
て
は
今
後
の
運

営
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る
。

発
行
時
期
は
第
一
弾
が
５
月

11
日
、
第
二
弾
が
８
月
３
日

か
ら
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５

千
万
円
を
発
行
す
る
予
定
で

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

総務文教委員会

建設経済委員会

厚生委員会

子どもたちの学習環境改善

常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出された議案をくわしく審査！　

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

緊
急
車
両
運
転
時
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
履
行
徹
底
を

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
救
急
車

と
タ
ン
ク
車
が
緊
急
出
動
中

に
、
タ
ン
ク
車
が
駐
車
中
の

自
動
車
に
接
触
し
、自
動
車
、

住
宅
及
び
塀
に
損
害
を
与
え

た
も
の
。

委
員
よ
り
「
緊
急
車
両
が

バ
ッ
ク
す
る
時
な
ど
は
、
他

の
職
員
が
、
安
全
確
認
す
る

と
い
う
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
の
か
」
と
の
質
問
に

「
当
然
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

っ
て
活
動
し
て
い
る
。
バ
ッ

ク
時
は
誘
導
員
を
つ
け
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
周
囲
の
安

全
確
認
を
し
て
活
動
す
る
と

い
う
基
本
的
な
こ
と
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
事

故
は
、
危
機
管
理
意
識
が
低

か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
後
し
っ
か
り
指
導
し

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
が
あ

っ
た
。

筑後市観光ボランティア「恋のくに案内人」の皆さん

行政区で行われている
地域デイサービス（寛元寺はつらつ会）


